
 

司 会 竹田 会場監督  点 鐘 山本 会長 

点 鐘  

国歌斉唱 

ロータリーの目的／四つのテスト 

会長挨拶 

◇誕生祝  

野崎 広一郎さん（10／28・59 才）  

◇次年度理事候補選任の件… 

《選挙 or 指名》クラブ細則第２条第１節 

指名委員会により選任とすることについて承認を得 

る 

幹事報告 

◇70 周年執行部会会議⇒13：30～（桐の間） 

◇7 番テーブルミーティング⇒ 

本日 18：00～ 鉄板焼き さくら 

委員会報告 

◇70 周年実行委員会（谷道事業部会長） 

＜ ニコニコＢＯＸ 15 件 25,000 円 ＞ 

 

山本（毅）会長／70 周年式典、祝賀会もあと半月とな

りました。どうぞ宜しくお願いします。岩本さん卓

話楽しみにしています。 

塩崎（吉）幹事／10 月は山本年度になって初めて毎週

例会が開催できました。このまま最後まで行っても

らいたいです。岩本さん卓話楽しみにしています。 

千田君／今回の市議選において「センキョ割＠高岡市

議選」という事業を所属する飲サポで窓口を務めて

やっております。これは投票率の UP とコロナで疲

弊した飲食店の集客を目的としたものです。投票所

で看板と共に写メを撮って、これを登録店に見せて

独自のサービスを受けるものです。期間は 10／31～

11／14 期日前に済の方もいますが是非恥ずかしが

らず写メを撮って出かけましょう。 

四津谷君／最近は中学生の拝観が多いです。となりの

鳳凰の間の呉羽中学も瑞龍寺に午前中来られました。

午後も別の学校がいらっしゃるので早退いたします。

客単価が少ないのでニコ BOX のお金と拝観料を天

秤にかけるとニコ BOX の方が高かったりしますが、

でもその学生がまたお客様を連れてくだされば良い

わけで、それが経営というものなのでしょう。 

野崎君／高岡で初めての誕生日です。迎えられたこと

に感謝。今日は夜もニューオータニです。 

多田君／皆出席祝ありがとうございました。遅くなり

まして失礼しました。 

7 番テーブル（塩崎（有）・加藤・大谷・岡本・板谷・

駒井・福田・石崎・吉井君）／2 週連続 7 番テーブル

全員出席。 
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プログラム 

会員卓話       

『 取材ノートから～ 

『無私』から生まれる『人間力』～ 』    

 

岩本 聡 会員 

 

政治部に２回配属され、中沖県政６期 24 年のうち、

５年ずつ通算 10 年間、記者として取材しました。そ

うした取材活動を通じて当時の中沖知事の仕事の進

め方や人材・組織の育て方、判断の物差しに触れるこ

とができ、多くのことを学びました。 

 中沖さんは個々の職員の力を引き出し、組織として

の総合力を最大にすることを目指したリーダーだっ

たと思います。北日本新聞のコラム「天地人」にも書

いたことがありますが、「どんなに優秀な人でも、１

人の力にはおのずと限界がある。そのことをわきま

えている人と、そうでない人が率いる組織には大き

な違いが出てこよう」ということです。そうしたこと

が分かっていたからこそ、中沖県政には瀬島龍三さ

んをはじめ、多くのブレーンがいたような気がしま

す。 

リーダーとなる人には人を引きつける人間的な魅力

「人間力」があります。そのような「人間力」を備え

るには「無私」の精神が不可欠だと思います。「私心」

や「私利私欲」ではなく、そういうものを超越した「公

的な思い」が根底になければ人は動かず、重要な物事

を成し遂げることはできない、と考えるからです。中

沖さんからはそうした「無私」から生まれる「人間力」
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というものが伝わってきたと感じています。 

政治や官公庁、大学、民間企業など、日本のあらゆる

組織で「公私のけじめ」が問題になっています。私心

をなくし、無私になるということはそれほど難しい

ことなのでしょう。 

「一度しかない人生をどう生きていくか」根源的な

問いでもありますが、年齢にかかわらず、誰もが悩み

考えることではないかと思います。取材活動を通じ、

多くの人の人生の一端に触れることができたのは幸

せだったと考えています。 
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